
令和7年度東京海洋大学海洋工学部後期日程 物理 解答例
これはあくまでも正解の一例であり、これ以外の解答でも正解とする場合がある。
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(キ) 光が液面で全反射するとき，円板の中心を P，円板の端をQとして，∠POQ=θとすると
sin θ =
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となる。屈折の法則より，n sin θ = sin 90◦ なので
n
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Rについて整理すると
R =

L√
n2 − 1

これは全反射するときのRが最小の条件である。
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